
1。 主 な研究内容

1)湯 浅農場

(1)マ ンゴーに関す る研究

i)台木 の選抜 担 当:志 水恒介

マ ンゴー台木用 として台湾在来種 を使用 してい るが、国内での入 手は難 しいため、農家でも簡単 に

入手できる台木が求 め られている。 また、台木によって収量が変化 することが報告 されている。 そこ

で、当農場ではマ ンゴー における早期苗木生産を可能にす るため、台木の最適な生育環境を調査す る

とともに、わが国に適 した新 しい台木 を選抜する。

①環 境条件 の特定 播種後1年 間の成育が重要な要因 となるた め、土壌 ・水分 ・温度 ・湿度 の点

で適 した管理条件 を調査 し、特定す る。また植 物ホルモンが成 長促進に及ぼす影響 を調査す る。

②品種 による生育の差異 台湾在来種以外に当農場に保有 してい るマンゴー20品 種 に関 して生育

調 査を行い、台木 として適 した ものを選抜す る。

③接 ぎ木後の生育お よび収量への影響 台木の成育年次や品種間差による接 ぎ木後 の新梢伸長 ・収

穫 果実への影響を調査する。

i)摘 花穂 の効果の解 明 担 当:志 水恒介

摘花は多 くの果樹において果実肥 大促進に有利 に作用するが、マ ンゴーにお ける摘花 の研究は数少

ない。そ こで、摘花穂 が果実の収量 と品質お よび市場性 にどのよ うな効果 をもた らす のかを調査 した。

材料 は7年 生`ア ー ウィン'を 用い、5樹 については5月3日 に全花穂数の3分 の1を 除去 し、

対照 区 として5樹 は放任 して摘花穂 を しなかった。摘花穂後は通常の栽培管理 を行い、赤色 を発 現 し

た果実 を収穫 し、果実重 と果実品質 を調査 した。

その結果、`ア ー ウィン'で は開花時に摘花穂 を行 うことによ り果 実の肥大生長 を促 し、その商品

価値 を高めて収益性 を増加 させ る可能性 が示 され た。

iii)取り木繁殖法の開発 担当:文 室政彦

マ ンゴー苗 の育苗期間の短縮 と自根苗によるポ ッ ト栽培の可能性 を検討す るため、取 り木繁殖 を試

みた ところ、環状は く皮部にNAA2000ppm溶 液 を噴霧処理す ることに より、`ア ー ウィン'、`愛

紅'、 台湾在来種の 自根苗 を育成す ることがで きた。そ こで、発根 率 と発根量の向上を 目的に、枝齢 、

スプ リッ ト、形成層削除、NAA追 処理、着葉数お よび取 り木時期 の影響 を検討 した。

その結果、2品 種 とも枝齢、形成層除去、スプ リッ トの影響は少な く、NAA追 処理は発根 を阻害

し、多着葉は発根を促進 した。好適な取 り木時期は7～8月 である と考え られ た。

iv)自 根苗 による果実生産 システムの開発 担 当:文 室政彦

自根 苗のポ ッ ト栽培 システムの開発 を 目的に、取 り木繁殖 した`愛 紅'を 供試 し、土壌容量の違 い

が樹 体の生育に及ぼす影響 を検討 した。2007年7.月 に取 り木 を して、9月 に鉢上げ した`愛 紅'自

根苗 を供試 した。培 土量 は15リ ッ トル区、30リ ッ トル 区、45リ ッ トル 区を設け、大きさの異 な る

不織布製ポ ッ トに2008年8,月 に移植 した。

樹体生長 と して、経 年的に幹径 、着葉数等 を調査す る。また、植 栽3年 後 から着果 させ、収量 と



果実品質を調査す る。また、 自根苗 と接 ぎ木苗 との根系発達 と生理的特性 を比較検討す る。

植栽 当年 の結果では、培土量が多いほ ど樹体生長が優れていた。

v)`愛 紅'の 栽 培特性 の 解 明 担 当:文 室 政 彦

`愛 紅'は 当農 場 で育成 され
、平成20年3月 に登 録 され た新 しい品 種 で あ り、栽 培 特性 がほ とん

どわ か って い な い。 そ こで 、 収量 お よび果 実 品質 に最 適 な着 果量 を検討 した。 対 照 と して、`ア ー ウ

ィ ン'に つ い て も同様 の調 査 を行 った。

材 料 は2007年 に、2年 生 苗 木 を不織 布 製 ポ ッ ト(直 径32cm、 高 さ35cm、 土壌 容 量約25リ ッ ト

ル)に 、 土23%、 パー ライ ト46%、 コ コ ピー ト19%、 ピー トモ ス12%の 割合 で 混合 した培 土 を

充填 して移植 し、1年 間 栽培 した3年 生 樹 を供試 した。

葉 果 比 と して`愛 紅'で は 、20、40、60、`ア ー ウィ ン'で は 、40、60、80と し、6月 中旬 に着

葉数 と着 果 数 を調 査 し、着 葉 数 に応 じて摘 果 して 、葉 果 比 を調 節 した。`ア ー ウ ィン'は ネ ッ ト内 に

落果 した も の を 、`愛 紅'は 果 頂部 が 着色 し始 めた もの を収 穫 し、 果重 と果 実 品質等 を調査 した。

そ の結 果 、葉 果 比 が少 な い ほ ど収 穫期 間 が延 び、果 実重 は小 さ くな っ た が、 収量 は増 えた。 品質 に

及 ぼす影 響 は少 なか った。

(2)ド ラ ゴン フ ルー ツに 関す る研 究

i>挿 し木 繁 殖 法 の開発 担 当:文 室 政彦

ドラ ゴ ンフル ー ツは挿 し木 に よって繁 殖 され るが 、 よ り効 率 的 な挿 し木 技 術 を確 立す る 目的 で 、2

年 前 か ら調 査 を行 って き た。 本年 は発 根 ホル モ ンの種 類 と して 、NAAとIBAを 使 用 し(濃 度:

20ppm、2000ppm)、 発 根 率 と発根程 度 の比 較 を行 っ た。

そ の結 果 、IBAよ りNAAの 方 が 発 根 が優れ 、 濃度 は2000ppmが20ppm、 無 処 理 よ り優 れ て

いた。

(3)カ キに関す る研究

i)`早 秋'の ポ ッ ト栽培技術の開発 担 当:文 室政彦

2006年4月 に、プラスチ ックポ ット(土 壌容量25リ ッ トル)に 、土50%、 ピー トモス25%、

ココピー ト25%の 割合で混合 した培土を充填 して、苗木 を定植 し、栽培管理 を行ってきた3年 生樹

を供試 した。

摘心の効果 を検討するた めに、4月 に葉 を8枚 残 して摘心す る区 と無処理 の区を設け、果実肥大 と

品質 を調査 した。また、`早 秋'の ポッ ト栽培 に好適な葉果比を検討す る 目的で、葉果比10、15、20

の区を設け、収量 と果実品質 に及ぼす影響 を検討 した。

その結果 、摘心による果実肥大効果が認 め られた。また、葉果比が少 ないほど果実重 は小 さくなっ

たが、収量 は増 えた。品質 に及ぼす影響 は認 められなかった。

2)生 石農場

(1)ミ ニブタの人為的発情誘起 法の検討 担 当:岸 昌生

ミニブタにおいて人為的 な発情誘起法や 交配技術(人 工授精)が 確 立すれ ば計画的交配が可能にな

り、効率的 に個体 を生産す ることができる。 近年、家畜豚 において膣内留置型プロジェステ ロン製剤

とプロスタグランジンF2α(PGF2α)を 組合わせた発情誘起法により高率に発情が発現すること



が 報 告 され た(本 多 ら,2004)。 しか し、 ミニ ブ タ で は同様 な検 討 は行 われ てい ない。

本研 究 で は、膣 内留 置 型 プ ロ ジ ェス テ ロン製剤 とPGF2α を用 い た ミニブ タ の人 為 的 な発情 誘 起

法 に つ い て検討 した。

生 石農 場 で飼 養iされ て い る ミニ ブ タ(雌 、2-5歳 齢 、 体 重35-50kg)を 用 い て 、 予 めアザ ペ ロン(製

品名;ス トレスニ ル,一 洪 ライ フテ ック)ま たは メ シル 酸 マ ホプ ラ ジ ン(製 品名;マ フ ロパ ン,大 日本 住

友 製薬)を 耳根 部 へ 筋 肉 内注射 し、鎮 静 を施 した。つ い でP4製 剤(製 品名;CueMate,BionicheLife

Scinences:CM,写 真1)を 第1図 に示 す通 りに アプ リケー ター を用 い て膣 内へ 留 置 した。ただ し、CM

は元 来 、 牛用 で あ るた め、 ミニ ブ タの膣 内へ留 置 で き る よ うに小 型 に加rし た(写 真)。 ミニ ブ タの

性 周 期 に 拘 らずCM(P4濃 度0.3ま た は0.7g/頭)を1週 間膣 内へ 留 置 し、抜 去す る とhf]時 にPGF2

αの 類 縁 体製剤 で あ る ク ロフ ロステ ノー ル(商 品 名;レ ジプ ロンS,あ すか 製 薬)を0.0875ま た は

0.175mg投 与 した。 処 置 後10日 まで 発情 徴候 に つ い て観 察 し、背 圧 反応(不 動 反応)ま たは雄 許容

を示 した 場合 に発 情 が 発 現 した と判 断 した、,

そ の 結 果 、PGF2α 非投 与 お よびP4製 剤脱 落 個 体(実 験No.1&6)を 除 く5頭 の うち3頭(60%)

の ミニ ブ タが発/青を発 現 し、 さ らに1頭 が妊 娠 後 分 娩 した(第1表)。 家畜 豚 にお いて 、本 実験 と同

様 に膣 内留 置型P4製 剤 とPGF2α を用 い て 高率(80-100%)に 発 情 が発 現 す る こ とが示 され て い る

(本 多 ら,2004;丹 治 ら,2006)。 既 報 に比 べ て本 実 験 で ミニブ タの 発/青誘起 率 が低 下 した理 巾 と して

は 、まず 製 剤のP4濃 度 お よびPGF2α の投 与量 の 影響 が考 え られ た。既 報 では 、家 畜豚(150-200kg)

で 本 実験 と1・f」程 度 のP4を 含む 製剤 を用 いてお り、本 実験 で供 した ミニ ブ タ(30-50kg)に 対 して は 高

濃 度 で あ っ たu∫能 性 が 考 え られ る。 さ らにPGF2α に つ い て も家 畜豚(0.2625mg)よ り少 な い 量

(0.0875-0,175mg)を 投 与 してお り、 ミニ ブ タの発 情 誘 起 に適 したP4お よびPGF2α の 投与 量 を検 討

す る必 要 が ある と考 え る、,現在 、P4製 剤 の膣 内 留 置 中 の血 中 にお け るP4濃 度 を測定 してお り、今

後 ミニ ブ タの発情 に 効果 的 な投 与量が 判 明す る と思 わ れ る。 また 、 今1・17頭lll1頭(14%)に お い て 、

膣 内 へ留 置 後2日 でCMが 脱 落 した 。 家 畜豚 で はP4製 剤 の形 状 の違 い が膣 壁 との摩擦 に影響 し、 留

置 した個 体 の うち60%が1週 間以 内 にCMの 脱 落 した こ とが報 告 され てい る(丹 治 ら,2006)。 本 実 験

では14%し かCMの 脱 落 は起 こ らな か った。 これ はCMの ヒダ状 の 部分(写 真1)が 膣 内留 置に 適

して い た と考 え られ た。 今後 さ らにCMの 形状 を 工 夫 し、脱 落 しない よ うに す る必要 が あ る。 以 ヒ

の こ と よ り、本 実 験 にお い てP4製 剤(CM)を 膣 内へ を留 置 した 後 、PGF2α を投 与す る こ とで 人為

的 に発 情 を誘 起で き る こ とが示 唆 され た。



第1図CueMate(CM)の ミニブ タの膣 内への留 置お よび抜去 法 につ いて:CMを 自家製アプ リケー

ター に装着 し(a)、 ミニブ タの膣 口か ら挿入す る(b)。 出来 るだ け膣 内深部 まで挿入 し、 自家製押 出棒

を用い てCMを 膣 内に押 し出 した後 、アプ リケー ター を外 す(c,d)。 予めCMに 結 ん でいた糸(写 真)

を引いてCMを 膣 内 よ り抜去す る(d)。

第2表 膣 内 留 置 型 プ ロ ジ ェ ス テ ロ ン 製 剤(P4)とPGF2α が ミ ニ ブ タ の 発 情 誘 起

に 及 ぼ す 影 響

実 験

No.

1

2

3

4

5

6

7

P4濃 度(9)

0.7

0.7

0。7

0.3

0.3

0.3

0.3

PGF2α 投 与 量

(m)

0(非 投 与)

0.0875

0.175

0.175

0.175

0.175

発 情 の 有 無 等

無
無

有 、 妊 娠*

有

有 、 妊 娠 、 分 娩 辣

P4製 剤 脱 落 密蛛

無

発 情 発 現 ま で の

日数(P4抜 去 後)

6

5

6

雲妊娠75日 まで に流産 した ★★妊 娠期 間115日 索勅P4製 剤留 置後2日 で脱落 した
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DepartmentofDairyandAnimalScience,PennsylvaniaStateUniversity(Penn,USA).434.

4)新 聞 へ の発表

(1)平 成20年1月6日 付 け 朝 日新 聞 フー ド紀 の 国 国 内産 初 の新 品種 「愛 紅 」認 可の 見通 し

(2)平 成20年3月27日 付 け 毎 日新 聞 マ ン ゴー新 品種 「愛紅 」 が 初登 録

(3)平 成20年4月9日 付 け 農業 共 済 新 聞 和歌 山生 まれ のマ ン ゴー 「愛紅 」


